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　ロシアとウクライナによる戦争が続いています。
　今年２月に始まったロシアの軍事侵攻は、国際社会の平和と安全を
脅かす暴挙であり、決して許すことはできません。
　山梨県議会は３月にウクライナ侵攻に厳重抗議し、ロシア軍の即時撤
退などを求める決議を全会一致で採択。議長席の前にウクライナ国旗
を掲げて、軍事力を背景とした一方的な侵略行為に抗議の意を示すと
ともに、戦争で犠牲となった方 に々哀悼の意を表しています。
　参院選期間中の７月には、安倍晋三元総理大臣が卑劣なテロ行為に

よってお亡くなりになりました。心よりご冥福をお祈りするとともに、暴
力で言論を封じて命を奪う蛮行を最も強い言葉で非難します。捜査機
関による真相解明と、公正で安全な選挙の実現に向けた取り組みが
求められています。
　暴力そして戦争が相次ぎ、政治や言論を封じ込めることが許容され
れば、公正で公平な社会はあり得ません。一人一人が暴力や圧政に
屈してしまえば、やがて民主主義は力を失います。自らの立場で危機意
識を持ち、政治に向き合っていきます。

向山のりとし事務所
〒400－0053 山梨県甲府市大里町2051番地
電話：055-225-6471
FAX：055-225-6472
携帯：080-7758-8021 Facebook、twitter、Instagramで政治活動などの情報発信をしています！ぜひ一度ご覧ください。
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Profile

平和を守る。政治の責任ごあいさつ

E-mail：info@mukouyama-nextkofu.com
HP：http://www.mukouyama-nextkofu.com
　　　　　 http://www.fb.com/mukouyama.nextkofu
　  https://twitter.com/nori_muko
　  noritoshi_mukouyama 山梨県議会議員　向山憲稔
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６月定例県議会（１６日間）

一般質問登壇

９月定例県議会（１７日間）

６月２日～６月１７日

６月１０日

９月２１日～１０月７日

■ 農政産業観光常任委員会
■ 指定管理施設•出資法人調査特別委員会
■ 県民のための県有地の貸付及び賃料に関する特別委員会
■ 多様性を認め合い共生社会を目指すための条例案作成委員会
■ デジタル化推進委員会
■ 自殺対策山梨県議会議員連盟研究委員会
■ 山梨活性化促進圏議会議員連盟農林業部会
■ 県有資産のあり方を考える山梨県議会議員連盟
■ 手話言語の推進を考える山梨県議会議員連盟

　今年８月下旬に自民党青年局の研修で、ベトナムの首都・ハ
ノイを訪れました。訪越団の一員としてフック国家主席をはじ
めとするベトナム政府指導部への表敬訪問、若手国会議員団
との意見交換、民間企業への視察を通じて両国の交流を深め
るとともに、日本・山梨におけるベトナムとの連携強化の必要
性を強く感じています。
　９月にはベトナムからマイ越日友好議連会長が山梨県を訪
れる機会があり、今度は山梨の地で果物と特産品をアピー
ル。来年は、日本とベトナムの外交関係樹立５０周年の節目と
なるため、再会を願ってお見送りしました。
　山梨県内のベトナム人労働者数は右肩上がりで、昨年には
初めて２千人を超え、国籍別ではブラジル、中国を上回り最も
多くなっています。一方で、国内を見渡すと劣悪な労働環境が
明らかになるなど技能実習制度の問題点も指摘されていま
す。ベトナムでの経験をもとにして、日本国内の課題解決にも
目を向けつつ、大切なパートナーとなるベトナムと発展的な関
係が築けるように県政の立場で意見提言していきます。

日越の友好関係構築へ

ベトナムとの交流で連携強化の必要性を実感。
発展的な関係が築けるよう、意見提言していきます。

About Mukouyama
趣　味

バスケットボール

スケート・グラウンドゴルフ

スポーツ観戦

資　格

教員免許

子育て奮闘中！

家　族

妻と長女（5歳）

長男・次女（双子4歳）

両親の7人家族

所　属

［ 議会関係 ］
会派「自民党 誠心会」
農政産業観光委員会

山梨県議会議員連盟特別委員会 「投票率ＵＰ↑運動」展開中！
詳しくは裏面へ

投票率向上と政治への関心を高める
ことを目的に活動しています。

「投票率ＵＰ↑運動」展開中！

ＦＡＸやメール、ＳＮＳなどを通じて事務所にご
意見をお寄せください。
皆様からいただいたお声は、向山の議員活動
に活かしていきます。
向山の活動は皆様の“声”が原点です。皆様
が考える県政課題から地域の問題点まで、お
気軽にご意見・ご要望をお聞かせください。

Real Voice
皆様の声をお聞かせください

向山の活動は皆様の“声”が原点です。
UP!!

山梨県議会議員選挙
告示　３月３１日（金）　投開票　４月９日（日）

甲府市長選挙
告示　１月１５日（日）　投開票　１月２２日（日）

山梨県知事選挙
告示　１月５日（木）　投開票　１月２２日（日）

昭和５９（１９８４）年７月１７日
甲府市大里町のスーパー「シーサイド向山」の長男として誕生

平成３（１９９１）年　社会福祉法人 大鎌田保育園　卒園

平成９（１９９７）年　甲府市立 大国小学校　卒業
大国ミニバスケットボールクラブに入団し、バスケを始める

平成１２（２０００）年　甲府市立 上条中学校　卒業
祖父の「政治が社会の基礎をつくる」という話がきっかけで
政治に興味を持ち、政治家を目指すようになる

平成１５（２００３）年　山梨県立 甲府西高等学校　卒業
県内屈指の強豪校で、バスケットボール部キャプテンを務める

平成１９（２００７）年　明治大学 政治経済学部政治学科　卒業
大学2年の夏から議員秘書研修を経験
萩生田光一衆議院議員（現・自民党政調会長）事務所で政治の一端を学ぶ

平成１９（２００７）年　山梨日日新聞社　入社
社会部として事件事故取材にあたったほか、地域の行政取材を担当する
警察取材や裁判だけでなく、山梨県内の社会情勢を幅広く取材・報道する

平成２６（２０１４）年　山梨日日新聞社　退社
政治の道を志して活動を始める

平成２７（２０１５）年　甲府市議会議員　初当選
「ジバン(地盤)、カンバン(看板)、カバン(鞄)」のない選挙戦の中、
5012票をいただき初当選

平成31（2019）年　山梨県議会議員　初当選
「県民の声を生かす県政の実現」を訴え、9071票をいただき初当選

［ プロフィール ］

1.地元運動会に元気に参加
2.現役の消防団員として活動中
3.赤い羽根共同募金の街頭活動にて
　山梨クィーンビーズの選手と
4.山梨県体育祭り体操競技に出場！
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県政ニュース
日越の友好関係構築へ

県議会活動レポート
令和4年度　6月定例会一般質問

指定管理施設・出資法人調査特別委員会
農政産業観光委員会
令和４年度 9月定例会

【写真上】ベトナム政府指導部への表敬訪問と意見交換
【写真左下】ベトナム国内の人材開発会社も視察。日本語を学ぶ
生徒たち　【写真右下】マイ越日友好議連会長を山梨でお出迎え

PICKUP!

1.県民のための県有地の貸付及び
賃料に関する特別委員会にて
2.手話議連で、現地調査を行いました
3.萩生田光一経済産業大臣（当時）
「ファナック」視察時に同行
4.山梨大学にて先端技術の研究施設を視察
5.リトルベビーハンドブック作成に
携わった皆さんと
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【写真上】ベトナム政府指導部への表敬訪問と意見交換
【写真左下】ベトナム国内の人材開発会社を視察。日本語を学ぶ生
徒たち　【写真右下】マイ越日友好議連会長を山梨でお出迎え

県議会活動レポートQuestion in Prefectural Assembly

日ごろの活動内容を多くの人に知ってもらおうと、向山はＳＮＳを利用した情報発信を行っ
ています。より多くの方に県議としての活動を知ってもらうとともに、向山が考える県政課
題や政策、主義主張を積極的に発信して県民の皆様との情報共有を目指しています。

SNSで情報発信しています！

新型コロナウイルスに関係する問題など、いつでも
電話・ＦＡＸ・メールで意見・要望をお聞かせください。

向山の活動は皆様の“声”が原点です。
Real VoiceSNS

皆様の声を政治にいかします！「県政アンケート」を実施しています！

NEW
1   コロナ禍における対策について
2   原油高・物価高への対策について
３   山梨県の住環境への評価について

4   山梨県の子育て支援について
5   甲府市の中心市街地活性化について
6   その他、県政全般について自由回答

　甲府市中心市街地の“顔”ともいえる岡島百貨店の再
開発計画が突如として持ち上がりました。
　報道等によると、百貨店店舗を近くの再開発ビル「コ
コリ」に移転するなどして、令和５年２月に閉店。既存の建
物は解体して、跡地には県外の開発業者が430世帯の
マンションとテナント棟で構成する複合施設を令和10年
７月に開業させる予定です。
　岡島百貨店は、市民のみならず多くの県民から長
年にわたって親しまれてきた県内唯一の百貨店で
す。再開発計画の発表後、空洞化が進む中心市街地
の更なる衰退を危惧する声、再開発による活性化を
期待する声など様々な意見が私のところにも寄せら
れました。
　商業の核である岡島百貨店の再開発計画を契機に、
過去の施策を振り返りつつ、今後の中心市街地のあり
方、活性化について議論する好機だと考えます。

　甲府駅南口の再開
発、旧パセオの再開
発ビル「ココリ」、旧ト
ポス（甲府銀座ビル）
の再開発ビル「ディ
オヒルズ甲府」に代
表されるように県と
市が連携して補助金
を拠出してきた事業
は複数あります。現
在も甲府城の周辺開
発を県市共同で進めています。
　中心市街地の事業についてはそれぞれに賛否が存在し
ます。大切なのは、県市で取り組んだ事業の課題を整理し、
将来の施策に生かすことです。
　「活性化」という旗印の基で推し進める事業であればこ
そ、多角的な視点から評価を行い、中心街全体のまちづくり
ビジョンを明確にしていく必要があります。目的とビジョンを
分かりやすく県民の皆様に示し、協力・応援してもらえるよ
うな事業展開となるように引き続き意見提言していきます。

　飼い主のいない野良ネコとの共生を目指す取り組みが
山梨県内で広がっています。県や市町村の補助金を活用
して不妊・去勢手術を行い、「地域猫」※として住民が保護
団体の協力を得ながら、一代限りの小さな命を見守る活
動が展開されています。
　甲府市の県営貢川団地では、数年前から野良ネコが増
え始め、現在は５０匹近くまで増えているとみられます。地
元自治会は、甲斐市内の自治会、行政、保護団体と協力し
て捕獲プロジェクトを実施。県や市の補助金を活用して、
複数回に分けて野良ネコを捕まえて動物病院で避妊・去
勢手術を行い、地域に戻す活動を展開しています。
　プロジェクトの協議段階に相談をいただいた縁で、活動
に微力ながら参加させてもらいました。自治会をはじめ地
域の方 の々献身的な取り組み、ネコに愛情を持って接する
保護団体の方 の々姿勢には敬意を表します。

　今後は、地域に戻したネコたちを住
民が見守る段階になっていきます。認
識の違いによりエサやり自体を批判す
る人、または虐待や暴行などの許され
ざる行為も散見されるといいます。行
政をはじめ各所での意識啓発に努
めるとともに、補助金を活用して効果
的な地域猫活動が広がるように取り
組んでいきます。

6月定例会　一般質問（一問一答方式）

令和4年8月18日

令和4年12月定例会

令和４年度６月定例会

●リニア開業に向けた空港の整備検討について
①整備検討を始めた経緯について
②整備の目的や効果について
③空港整備に関わる研究会について

●リニア中央新幹線について

①山梨県内における用地取得交渉の進捗状況について
②同意が得られていない地区・地権者への対応について

●岡島百貨店の再開発計画を契機とした
甲府市中心市街地のあり方について

①これまで取り組んできた事業に対する評価について
②中心市街地の活性化に向けた取り組みについて

１、リニア中央新幹線 新駅周辺のまちづくりについて

２、総合球技場（スタジアム）建設について
３、大規模屋内施設（アリーナ）建設について

岡島百貨店の再開発を契機に
中心街の“まちづくりビジョン”を

本会議　一般質問
指定管理施設•出資法人調査特別委員会　総括審査

令和4年度6月定例会の一般質問に立ち、リニア中央新幹線や
男性の育休取得率の向上など県政の課題について質問を行いました。

野良ネコから地域ネコへ！
共生を目指して

男性トイレにサニタリーボックス
　全国的に取り組みが進む男性用個室トイレへの汚物入れ
（サニタリーボックス）設置について、県内施設への導入を提
言しました。県は県有施設の男性用トイレに設置することを
決め、県庁等への設置が進んでいます。
　前立腺がんやぼうこうがんの患者の方々は、尿漏れパッド
を使用した際に捨て場に困るケースがあります。こうした状
況への対策を求める声を受けて、さいたま市内の施設で導
入が始まって以降、他の自治体や民間企業でも対応が広
がっています。
　より福祉的な視点、多様性
に対応可能な施策が求めら
れる時代にあって、誰もが安
心して外出できる環境整備が
必要です。公共施設にとどま
らず、県内の観光施設や民間
施設にも設置が広がるように
取り組んでいきます。

●飲食店への時短命令「違法」判決に関連した
県の対応について

①要請・命令の妥当性について
②今後の判断への影響について

●男性の育休取得率の向上について

①育休取得率の向上について
②県職員の育休取得率について
③教育委員会の取り組みについて
④県警本部の取り組みについて
⑤育休取得率の向上について

●男性用個室トイレの汚物入れ設置について

●子どものマスク着用と熱中症対策について

①幼児への対応について
②学校での対応について

●猫の不妊・去勢手術後の活動について

PICK
UP!

PICK
UP!

PICK
UP!

農政産業観光委員会
主な質疑・政策提案一覧

●県産肉・牛乳支援事業費補助金について

●ふるさと納税返礼品開発事業費について

●インバウンド観光復活
　プロジェクト事業費について
●産業集積促進助成金について

令和４年度 9月定例会

●省エネ・再エネ設備導入
　加速化事業費補助金について

●副業・兼業人材活用支援事業費について

●プレミアム食事券発行事業費について

プレミアム食事券
第２弾！
県内飲食店を応援するプレミアム付き食事券（20％
割引相当）の販売が11月から始まりました。テイクア
ウトにも使えるお得な食事券で、販売と利用期間は
来年1月末まで。販売店舗、利用店舗など詳しくは
ホームページをご覧ください。

１万円分の食事券セットを8,000円で販売！
タクシーや運転代行の利用券（１，０００円分）付

地域ネコへの理解を求める啓発活動を引き
続き行っていきます

男性用トイレへのサニタリーボックスの
設置は県の施設から拡大しています

冷房機器の設置など緑が丘
体育館の熱中症対策を！提言ポイント 甲府市とも連携して駐車場

スペースの拡大を！提言ポイント

新たな収入源として公園名に
ネーミングライツの導入を！提言ポイント 科学館から見える甲府盆地の

夜景を活用した観光振興を！提言ポイント

※「地域猫」とは、野良猫の避妊・去勢手術後、適切に管理していくことです

国（環境省）・県・市すべてが推奨している有効な活動です。

山梨県では令和4年度、飼い主の有無に関わらず、すべての猫を対象としています。
［ 上限額 ］避妊手術（メス）15,000円 ・ 去勢手術（オス）10,000円

避妊・去勢手術
手術済み猫の目印に
耳をV字カット（右耳♂／左耳♀）

※1頭あたり　※助成金申請の受付は先着順となり、年度途中でも予算額に達した時点で終了となります。

決められた方が管理者となり
時間場所を決めて与えます

年月をかけ、ふん尿
被害をなくしていきます

□ 適正なエサやり□ トイレの世話□

猫の｢避妊・去勢手術｣には助成金がでます！
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●県立あゆみの家
●(株)やまなしハイドロジェンカンパニー
●県緑が丘スポーツ公園

●(公財)県スポーツ協会
●県富士北麓公園
●県小瀬スポーツ公園

●県立防災安全センター
●(一財)県地場産業センター
●県立やまなし地域づくり交流センター

●県立男女共同参画推進センター
●(株)山梨食肉流通センター
●県立科学館

令和4年12月定例会 本会議（12月9日）で、下記項目について一般質問しました。

① 駅前開発について　② 空港整備について
③ 大規模展示場・会議場の誘致について　④ 首都機能の一部補完施設の誘致について

４、ウクライナ避難民への支援について
５、ベトナムとの姉妹都市の締結による国際交流について
６、多胎育児への支援について
① 県の取り組みについて
② 多胎育児支援に取り組む民間団体からの要望について

※QRコード先のアンケートフォームやメール、FAXでお気軽にご回答ください。

アンケート
フォームでの
ご回答は
こちらから


